
横浜市立宮田中学校 いじめ防止基本方針 
平成 26 年 4 月 1 日策定 

平成 29 年 3 月 31 日改訂  

令和 3 年 4 月 1 日改訂 

 

（１）いじめ防止に向けた学校の考え方 

①いじめの定義 

「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒

と一定の人間関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネッ

トを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じ

ているもの」をいう。 

 

 ②いじめ防止等に向けての基本理念 

   全ての子どもは、かけがえのない存在であり、社会の宝である。子どもが健やかに成長していく

ことは、いつの時代も社会全体の願いであり、豊かな未来の実現に向けて最も大切なことである。 

   子どもは、人と人との関わり合いの中で、自己の特性や可能性を認識し、また、他者の長所等を

発見する。互いを認め合い、誰もが安心して生活できる場であれば、子どもは温かい人間関係の中

で自己実現を目指して伸び伸びと生活できる。しかし、ひとたび子どもの生活の場に、他者を排除

するような雰囲気が形成されれば、その場は子どもの居場所としての機能を失い、いじめを発生さ

せる要因ともなりかねない。子どもにとって、いじめはその健やかな成長への阻害要因となるだけ

でなく、将来に向けた希望を失われるなど、深刻な影響を与えるものとの認識に立つ必要がある。 

・いじめを防止するには、特定の子どもや特定の立場の人だけの問題とせず、広く社会全体で真剣

に取り組む必要がある。 

・子どもの健全育成を図り、いじめのない子ども社会を実現するためには、学校、保護者、地域な

ど、市民がそれぞれの役割を自覚し、主体的かつ相互に協力し、活動する必要がある。 

・子どもは、自らが安心して豊かに生活できる社会や集団を築く推進者であることを自覚し、いじ

めを許さない子ども社会の実現に努める。 

 

（２）学校いじめ防止対策委員会の設置 

いじめの未然防止、早期発見・事案対処、取組の検証等のために次の委員会を設置する。 

 ①対策委員会の構成員 

  いじめ防止対策委員会（週１回開催） 

  ・学校長 ・副校長 ・教務主任 ・生徒指導専任教諭 ・各学年主任 ・主幹教諭 

いじめ対策特別委員会 

  いじめ防止対策委員会の状況に応じて次のメンバーを加え、適宜開催する。 

  ・スクールカウンセラー ・学級担任 ・西部学校教育事務所担当指導主事及びＳＳＷ 

 

 



 ②委員会の運営 

  ・対策委員会を常設し、月１回開催する。また、いじめを認知した際は必要に応じて拡大いじめ防

止対策委員会を開催する。 

  ・校長等責任者は、学校として組織的に対応方針を決定するとともに、会議録を作成・保管し、進

捗の管理を行う。 

 ③委員会の活動内容 

 ●未然防止 

  ・いじめの未然防止のため、いじめが起きにくい・いじめを許さない環境づくり 

  ・学校いじめ防止対策委員会の存在及び活動を児童生徒及び保護者に周知 

 ●早期発見・事案対処 

  ・いじめの相談・通報の窓口の設置 

  ・いじめの早期発見、事案対処のため、いじめの疑いに関する情報や児童生徒の問題行動などに係

る情報の収集と記録、共有 

  ・いじめ（「疑い」を含む。）を察知した場合には、情報の迅速な共有、関係児童生徒に対するアン

ケート調査、聴き取り調査等により事実関係の把握といじめであるか否かの判断 

  ・いじめを受けた児童生徒に対する支援、いじめを行った児童生徒に対する指導の体制、対応方針

の決定と保護者との連携といった対応を組織的に実施 

 ●取組の検証 

  ・学校いじめ防止基本方針に基づく年間計画の作成・実行・検証・修正 

  ・学校いじめ防止基本方針における年間計画に基づき、いじめの防止等に係る校内研修の企画と計

画的な実施 

  ・学校いじめ防止基本方針が学校の実情に即して適切に機能しているかについての点検と学校いじ

め防止基本方針の見直し（PDCA サイクルの実行を含む） 

 

（３）いじめの未然防止、早期発見、事案対処 

 ①いじめの未然防止 

  ・生徒が自主的にいじめの問題について考え、議論すること等のいじめの防止に資する活動に向け

て、生徒が、心の通じ合うコミュニケーション能力を育み、規律正しい態度で授業や行事に主体

的に参加・活躍できるような授業づくりを行うとともに、生徒自らがいじめを自分たちの問題と

して考え、主体的に話し合う機会をつくることができるよう支援する。 

  ・いじめの防止の観点から、豊かな心の育成のための、学校教育活動全体を通じた包括的な取組の

方針や教育プログラム、例えば、人権教育年間計画や道徳教育年間計画等に、年間を通じたいじ

めへの対応に係る教員の資質向上のための取組計画等を具体的に盛り込む。加えて、「子どもの社

会的スキル横浜プログラム」を日々の授業や学校行事の場面で活用するなど、集団の一員として

の自覚や自信を育むことにより、互いを認め合える人間関係・学校風土をつくる。 

  ・教員の言動が、生徒を傷つけたり、他の生徒によるいじめを助長したりすることのないよう、指

導の在り方に細心の注意を払う。 

  ・小中連携を深め、いじめ防止及び未然防止に努める。 



 ②いじめの早期発見 

・日頃から生徒の見守りや信頼関係の構築等に努め、生徒が示す変化や危険信号を見逃さないよう

アンテナを高く保つ。 

  ・教育相談を活用して、教育相談アンケート（年３回）、いじめ解決のためのアンケート（年１回）

ＹＰアセスメント（年２回）を実施し、いじめの早期発見に努める。 

  ・インターネット上で行われるいじめに対しては、関係機関と連携し、学校ネットパトロール等か

ら状況を把握し、早期発見、早期対応に努める。また、情報モラル教育の推進による生徒の意識

の向上及び保護者への啓発に努める。 

  ・いじめ解決一斉キャンペーンの実施（人権週間） 

 

 ③いじめ（疑いを含む）に対する措置 

  ・いじめ防止対策委員会を中心として、組織的な対応を徹底していく。 

・正確な実態把握に努めるとともに、被害生徒、保護者の支援並びに加害生徒、保護者への指導、

支援を慎重に進めていく。 

  ・いじめが暴行や傷害等犯罪行為に当たると認められる場合や、生徒の生命、身体又は財産に重大

被害が生じる場合などは、直ちに警察に通報して、被害生徒を守る。その際は、学校での適切な

指導・支援を行い、被害者の意向にも配慮した上で、警察に相談・通報し、連携して対応してい

く。 

  ・特に配慮が必要な生徒については、日常的に、当該生徒の特性を踏まえた適切な支援を行うとと

もに、保護者との連携、周囲の生徒に対する必要な指導を組織的に行う。 

 

 ④いじめの解消 

・いじめの解消している状態とは、「いじめに係る行為が止んでいること」「被害生徒が心身の苦痛

を感じていないこと」の 2 つ要件が少なくとも満たされていることをいう。一定期間の見守りや、

被害生徒及び保護者への解消具合を面談等で確認する。 

 

 ⑤教職員等への研修 

・一人ひとりの生徒をより深く見つめるための生徒理解研修を一層充実させていく。 

  ・いじめを見抜く感性を高めるため、いじめ防止、対応に向けての具体的なケース検討を含めた研

修を定期的に実施していく。 

 

 ⑥学校運営協議会等の活用 

・学校、家庭、地域連携事業実行委員会や地域懇談会等を通じて、いじめ問題に関する情報共有を

行うとともに今後の具体的な方策の検討と実践を行っていく。 

 

 

 

 



 ⑦取組の年間計画 

月 取り組み 形式等 通年取り組み 

4 月 

 

 

5 月 

 

 

 

6 月 

7 月 

 

 

 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

 

 

 

12 月 

 

 

1 月 

2 月 

 

 

 

 

3 月 

生徒理解研修（いじめを含む） 

第１回教育相談 

１年非行防止教室 

特別支援教育研修① 

2 年里山体験学習 

3 年修学旅行 

特別支援教育研修② 

学校運営協議会 

学家地連総会 

情報教育講演会 

個別面談 

ＹＰアセスメントのアンケート

の実施、研修会 

横浜子ども会議（区交流会） 

第２回教育相談 

総合防災訓練 

文化祭 

小中合同研修会 

体育祭 

個別面談 

１年職業講話 

２年職業体験 

希望の家訪問 

１年食育講座 

人権講演会 

１年校外遠足 

第２回ＹＰアセスメント実施 

いじめ解決キャンペーン 

個別面談 

第３回教育相談 

新入生入学説明会 

国際募金活動 

小中合同研修会 

学校評議員会 

希望の家訪問 

卒業証書授与式 

職員研修 

アンケート 

生徒研修 

職員研修 

体験活動 

体験活動 

職員研修 

職員研修 

職員研修 

生徒研修 

３者面談 

アンケート 

 

生徒活動 

アンケート 

生徒活動 

体験活動 

職員研修 

体験活動 

３者面談 

生徒研修 

生徒研修 

生徒活動 

生徒研修 

生徒研修 

生徒活動 

アンケート 

 

３者面談 

アンケート 

保護者 

生徒活動 

職員研修 

職員研修 

生徒活動 

 

・生徒支援係会の開催 

・小中専任連絡会（毎月） 

・宮田中ブロック専任会（毎月） 

・いじめ防止対策委員会（毎月） 

・いじめ対策特別委員会（臨時開催） 

・ＹＰアセスメントに基づくプログラム 

の実施（随時） 

・ＹＰアセスメントに基づくプログラム 

の分析と道徳の授業への反映 

・いじめ解決のためのアンケート実施 

（年２回） 

 



（４）重大事態への対処 

・次のいずれかに該当する場合は、いじめの重大事態又は重大事態の疑いに当たる。 

 ア いじめにより生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認められるとき。 

 イ いじめにより相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると認められるとき。 

 ・重大事態が発生した場合（疑いを含む）は、直ちに教育委員会に報告する。 

 

（５）いじめ防止対策の点検・見直し 

・学校は、いじめに対応する組織体制や対応の流れについて、少なくとも年 1 回の点検を行い、必要に

応じて組織や取組等の見直しを行う（PDCA サイクル）。必要がある場合は、横浜市いじめ防止基本方針

を含めて見直しを検討し、措置を講じる。基本方針の改訂があれば再公表する。 


